
第１２３号 け や き 平成２９年１０月発行 

1 

                           

                           

                          

                        

  

謹
賀
新
年 

正会員数 
(９月１日現在) 

 

男性 471 名 

女性 154 名 

合計 625 名 
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会
員
の
皆
様
に
は
日
頃
よ
り
就

業
や
各
行
事
等
で
ご
協
力
を
賜
り

厚
く
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。 

 

恒
例
の
健
康
増
進
事
業
と
し
て
、

「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
と
「
健
康
の

集
い
」
を
そ
れ
ぞ
れ
10
月
と
11
月

に
開
催
す
る
計
画
を
し
て
お
り
ま

す
。
詳
細
が
決
ま
り
次
第
、
会
員

の
皆
様
に
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。 

実
習
室
の
開
放
と
と
も
に
行
っ

て
い
る
会
員
作
品
展
示
会
に
つ
い

て
は
、
盛
況
で
あ
り
、
第
８
回
展

示
会
を

10
月

30
日
か
ら

11
月
２

日
ま
で
開
催
い
た
し
ま
す
。 

 

前
回
の
第
７
回
展
示
会
に
は

100
点
を
超
え
る
絵
画
・
写
真
・
手

芸
品
等
の
出
品
が
あ
り

100
名
を

超
え
る
入
場
者
を
お
迎
え
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

委
員
一
同
大
変
感
謝
い
た
し
て

お
り
ま
す
。 

 

今
後
と
も
よ
り
多
く
の
作
品
の

出
品
と
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。 

    

事
業
委
員
会
主
催
の
研
修
会
及

び
報
告
会
を
以
下
の
通
り
予
定
し

て
お
り
ま
す
。 

 
 

対
象
に
な
る
会
員
の
皆
様
は
、

必
ず
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。 

❶
新
入
会
員
研
修
会 

Ⓐ
平
成
29
年
10
月
10
日(

火) 

⑴
午
前
10
時
～
11
時
30
分 

⑵
午
後
２
時
～
３
時
30
分 

Ⓑ
平
成
30
年
1
月
19
日(

金) 
⑶
午
前
10
時
～
11
時
30
分 

⑷
午
後
２
時
～
３
時
30
分 

＊
研
修
対
象
者 

平
成
29
年
４
月
以
降
に
入
会

し
た
会
員
及
び
未
受
講
者
の
方
々

で
、
⑴
～
⑷
の
中
で
、
必
ず
受
講
し

て
く
だ
さ
い
。 

❷
接
遇
研
修
会 

〇
平
成
29
年
11
月
14
日(

火) 

①
午
前
10
時
～
12
時 

②
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30 

 

分 

＊
研
修
対
象
者 

平
成

29

年
４
月
～
９
月
に

入
会
し
た
会
員
全
員 

 

研
修
対
象
者
に
は
後
日
会
員
個

人
あ
て
に
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。 

◎
会
場
は
、
シ
ル
バ
ー
セ
ン
タ
ー
１
階

で
す
。 

◎
講
師
は
、
事
業
委
員
会
委
員
長

及
び(

合
）
ア
ッ
プ
グ
ロ
ー
ス
の
先
生

を
予
定
。 

❸
『
平
成
29
年
度
事
業
報
告
会
』 

平
成
30
年
２
月
15
日(

木)

の
午 

後
及
び
16
日(

金)

の
午
前
を
予 

定
し
て
お
り
ま
す
。 

＊
報
告
会
に
出
席
で
き
る
対
象
者 

は
シ
ル
バ
ー
の
会
員
全
員
及
び
一
般

市
民
の
方
々
で
す
。 

詳
細
は
、
後
日
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。 

会
場
は
、
中
央
公
民
館
ホ
ー
ル
で

す
。 

 
 

  

（１）
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動 

 

 
「
道
路
美
化
清
掃
」
に
つ
い
て 

 

す
で
に
会
員
の
皆
様
に
は
活
動

実
施
の
お
知
ら
せ
と
と
も
に
、
参

加
依
頼
の
チ
ラ
シ
を
お
配
り
し
て

お
り
ま
す
。 

こ
の
活
動
は
、
東
大
和
市
及
び

民
間
の
事
業
所
・
地
域
住
民
か
ら

の
仕
事
の
提
供
に
対
す
る
感
謝
の

意
を
表
し
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
公
益
性
や
地
域
に
根
差
し

た
事
業
で
あ
る
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル

す
る
た
め
に
行
う
も
の
で
す
。
皆

様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。 

（２）
福
祉
祭
に
つ
い
て 

毎
年
恒
例
と
な
っ
て
お
り
ま
す

福
祉
祭
が
東
大
和
市
社
会
福
祉
協

議
会
の
主
催
で
開
催
さ
れ
ま
す
。 

    

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
会
員
の
皆
様

の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
毎
年
福
祉

祭
に
参
加
し
て
お
り
ま
す
。 

 

こ
の
福
祉
祭
の
売
上
金
は
、
全
額

社
会
福
祉
協
議
会
に
寄
付
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
福
祉
祭
で

販
売
す
る
品
物
と
し
て
皆
様
の
ご

家
庭
で
未
使
用
品
な
ど
が
ご
ざ
い

ま
し
た
ら
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

総
務
委
員
会 

広
報
委
員
会 

日 

時 

11
月
12
日(

日) 

 
 

 
 

午
前
10
時
か
ら 

場 

所 

市
役
所
中
庭 

事
業
委
員
会 
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安
全
管
理
委
員
会
で
は
、 

①
７
月
11
日
（
火
）
に
「
熱
中

症
予
防
講
習
会
」
を
開
催
し
ま
し

た
。 

 

大
塚
製
薬
（
株
）
の
千
葉
氏
を

講
師
に
招
き
、
約
30
名
の
会
員
が

受
講
し
、「
熱
中
症
に
か
か
り
や
す

い
人
・
状
態
」
「
対
策
」
「
手
当
」

な
ど
の
講
義
を
受
け
ま
し
た
。 

 

②
７
月
25
日
（
火
）
南
街
除
草

班
の
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
を
、「
就
業

中
の
健
康
管
理
・
安
全
保
護
具
の

着
用
・
使
用
道
具
の
適
正
」
を
ポ

イ
ン
ト
に
実
施
し
ま
し
た
。 

 

こ
れ
ら
の
詳
細
は
、
９
月
初
旬

発
行
の
「
安
全
だ
よ
り
」
第
32
号

に
記
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
。 

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

   

第
５
地
区
会
員
交
流
会 

内 

容
：
大
國
魂
神
社
参
拝
と 

サ
ン
ト
リ
ー
武
蔵
野
ブ

ル
ワ
リ
ー
工
場
見
学 

 

実
施
日
：
平
成
29
年
7
月
3
日
（
月
） 

参
加
者
：
14
名 

 

猛
暑
到
来
前
、
大
國
魂
神
社
を

訪
ね
ま
し
た
。
「
大
国
魂
大
神
」

を
武
蔵
野
国
の
守
り
神
と
し
て
祀

っ
た
神
社
で
、
大
昔
武
蔵
野
国
を

開
き
人
々
に
衣
食
住
の
道
を
教
え
、

医
療
や
ま
じ
な
い
の
術
を
授
け
た

と
解
説
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

福
の
神
ま
た
は
縁
結
び
の
神
と

し
て
有
名
で
あ
り
、
「
く
ら
や
み

祭
り
」
に
参
列
す
る
六
宮
を
合
わ

せ
祀
っ
て
あ
る
こ
と
に
よ
り
「
六

所
宮
」
と
も
呼
ば
れ
ま
す
。「
福
」

を
願
っ
て
本
殿
に
参
拝
し
、
広
く

深
（
し
ん
）
と
し
た
境
内
を
散
策

し
、
次
の
目
的
地
サ
ン
ト
リ
ー
に

向
か
い
ま
し
た
。 

 

工
場
で
の
解
説
が
「
プ
レ
ミ
ア

ム
・
モ
ル
ツ
」
を
生
ん
だ
の
は
、

こ
だ
わ
り
素
材
（
麦
芽
・
ホ
ッ
プ
・

天
然
水
）
で
し
た
。
特
に
地
下 

100
ｍ
か
ら
く
み
上
げ
る
天
然
水

は
武
蔵
野
の
自
然
の
地
層
に
よ
っ

て
ろ
過
さ
れ
素
材
の
う
ま
味
を
引

き
出
し
て
い
る
と
の
説
明
が
あ
り
、

試
飲
会
場
で
は
「
プ
レ
ミ
ア
ム
・

モ
ル
ツ
」
を
い
た
だ
き
な
が
ら
楽

し
い
会
話
に
な
り
、
武
蔵
野
の
豊

か
さ
を
覗
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

福
を
お
願
い
し
、
お
酒
を
い
た

だ
き
、
楽
し
い
会
話
を
し
て
過
ご

し
た
一
日
、
再
会
を
約
し
て
解
散

し
ま
し
た
。 

 

第
６
地
区
・
第
７
地
区
合
同 

会
員
交
流
会 

内 

容
：
赤
坂
離
宮
～
文
京
区
役
所

～
神
楽
坂 

実
施
日
：
平
成
29
年
７
月
18
日
（
火
） 

参
加
者
：
18
名 

 

玉
川
上
水
駅
に
９
時
集
合
、
立

川
駅
経
由
四
ツ
谷
駅
で
下
車
。 

 

迎
賓
館
に
近
づ
く
と
警
備
員
の

多
い
の
に
は
驚
い
た
。
入
口
は
西

門
か
ら
、
金
属
探
知
器
と
持
ち
物

検
査
を
受
け
て
、
入
場
券
千
円
を

購
入
し
て
入
場
。 

 

建
物
の
外
観
も
各
部
屋
も
す
べ

て
が
豪
華
絢
爛
、
金
ピ
カ
の
装
飾
、

赤
絨
毯
。
各
部
屋
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ガ
イ
ド
の
案
内
に
感
心
し
た
り
、

驚
い
た
り
で
す
。
特
に
重
さ

1125

Kg

の
シ
ャ
ン
デ
リ
ア
に
は
驚
き
ま
し

た
。
庭
園
も
広
く
大
き
な
噴
水
も

あ
り
ま
し
た
。 

 

出
口
は
正
面
か
ら
で
す
。
広
い

庭
園
を
歩
い
て
門
外
に
出
ま
し
た
。 

 

次
は
、
文
京
区
役
所
に
行
き
ま

し
た
。
区
役
所
が
観
光
名
所
と
は

驚
き
で
す
。
ま
ず
は
、
13
階
の
職

員
食
堂
で
昼
食
で
す
。
食
後
の
休

憩
は
25
階
の
展
望
室
で
、
好
天
に

恵
ま
れ
て
「
絶
景
か
な
～
」
後
ろ

を
振
り
向
く
と

24
階
の
本
会
議

場
が
ガ
ラ
ス
越
し
に
見
え
ま
し
た
。 

 

最
後
は
、
神
楽
坂
で
す
。
昔
の

風
情
が
残
る
商
店
街
を
散
策
し
、

赤
城
神
社
（

1300
年
創
建
）
を
参
拝

し
て
解
散
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。 

 

東
大
和
市
駅
直
帰
組
に
同
行
、

西
武
線
乗
車
中
に
激
し
い
雷
雨
が

あ
り
心
配
で
し
た
が
、
東
大
和
市

駅
に
着
く
と
雨
も
上
が
り
、
陽
が

差
し
て
き
ま
し
た
。
ご
苦
労
さ
ん

会
を
兼
ね
て
、
駅
前
で
軽
く
打
ち

上
げ
を
し
て
解
散
し
ま
し
た
。 

 

「
善
行
の
賜
も
の
」
で
、
無
事

で
楽
し
い
一
日
で
し
た
。 

  

会
員
交
流
会
報
告 

安
全
管
理
委
員
会 
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自
治
会
の
自
主
防
災
組
織
の 

立
ち
上
げ
で
活
躍 

向
原
C
班 
佐
藤 

光
一
さ
ん 

       

今
回
は
、
佐
藤
監
事
に
お
話
を

伺
い
ま
し
た
。 

 

ご
出
身
は
、
北
海
道
で
、
上
京

し
て
大
手
乳
業
の
関
連
会
社
に
経

理
と
し
て
就
職
。
一
九
六
五
年
（
昭

和
40
年
）
に
東
大
和
市
に
転
居
し

て
こ
ら
れ
た
そ
う
で
す
。
実
は
、

東
大
和
市
の
水
質
が
良
く
、
乳
業

に
は
最
適
と
会
社
が
判
断
し
、
工

場
開
設
が
決
ま
っ
た
よ
う
で
す
。 

 

当
時
は
、
茶
畑
の
中
に
自
宅
が

あ
り
、
周
り
を
お
茶
の
木
で
垣
根

を
作
り
、
時
期
に
な
る
と
、
新
芽

を
摘
ん
で
自
家
製
新
茶
を
楽
し
ん

で
い
た
そ
う
で
す
。
16
年
前
、
定

年
後
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に

入
会
。
い
ろ
い
ろ
な
仕
事
に
就
か

れ
た
と
の
こ
と
。
シ
ル
バ
ー
パ
ス
、

家
具
の
転
倒
防
止
器
具
の
取
り
付

け
、
家
事
援
助
な
ど
を
行
い
、
現

在
は
主
と
し
て
、
ハ
チ
の
巣
駆
除

班
に
在
籍
さ
れ
て
お
り
、
仲
間
と

一
緒
に
楽
し
ん
で
働
い
て
い
る
と

の
こ
と
で
す
。 

 

次
に
、
自
主
防
災
組
織
の
立
ち

上
げ
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
ま
し

た
。 

 
６
年
前
、
自
治
会
の
会
長
就
任

時
、
自
治
会
員
の
高
齢
化
、
家
族

の
分
散
、
近
所
付
き
合
い
の
希
薄

化
な
ど
が
目
立
ち
、
周
辺
緊
急
時

の
防
災
に
つ
い
て
「
自
分
た
ち
の

地
域
は
、
自
分
た
ち
で
守
る
」
と

い
う
連
帯
感
に
基
づ
き
、
地
域
の

方
々
が
自
発
的
に
、
初
期
消
火
、

救
出
・
救
護
、
集
団
避
難
、
給
水
・

給
食
な
ど
の
防
災
活
動
を
行
う
べ

き
で
あ
る
と
の
意
見
が
あ
り
、
お

り
し
も
東
日
本
大
震
災
の
影
響
も

あ
り
、
自
治
会
で
防
災
組
織
を
立

ち
上
げ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。 

 

初
め
は
何
か
ら
始
め
て
良
い
の

か
？
困
惑
し
て
い
ま
し
た
が
、
関

係
官
庁
（
市
役
所
、
消
防
署
、
警

察
署
）
の
協
力
に
よ
り
「
防
災
知

識
の
習
得
」「
防
災
訓
練
の
参
加
」

「
応
急
救
護
訓
練
の
講
習
」
な
ど

に
代
表
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
自
治
会
に
啓
蒙
し
、
地

域
の
方
々
が
自
主
的
に
協
力
し
て
、

初
期
消
火
、
被
災
者
の
救
出
・
救

護
、
避
難
誘
導
、
避
難
所
の
運
営

を
行
う
方
が
、
地
域
の
被
害
を
少

な
く
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は

な
い
か
と
、
誰
で
も
考
え
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。 

 

以
上
の
活
動
結
果
、
佐
藤
さ
ん

の
自
治
会
は
、
市
役
所
か
ら
自
主

防
災
組
織
の
設
立
が
認
め
ら
れ
ま

し
た
。
行
政
か
ら
の
補
助
金
も
い

た
だ
き
、
「
ス
タ
ン
ド
パ
イ
プ
」

を
購
入
さ
れ
、
定
期
的
に
防
災
訓

練
を
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

「
こ
の
活
動
を
、
自
治
会
の
み

で
な
く
、
大
き
な
輪
に
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。
」
と
話
さ

れ
て
お
り
ま
し
た
。 

 

ま
す
ま
す
、
お
元
気
な
佐
藤
さ

ん
の
健
康
の
秘
訣
を
聞
き
ま
す
と
、

①
健
康
診
断
の
受
診 

②
週
３
回

く
ら
い
の
軟
式
テ
ニ
ス 

③
小
学

校
の
放
課
後
学
習
（
主
に
遊
戯
）

の
参
加
。 

佐
藤
さ
ん
の
モ
ッ
ト
ー
は
「
自
他

の
精
神
」
だ
そ
う
で
す
。 

今
後
も
元
気
で
ご
活
躍
く
だ
さ
い
。 

                     

こ
の
人
を
訪
ね
て 

北多摩西部防災コンクール  

「放水・消火」  

北多摩西部防災コンクール  

「応急救護・傷病者搬送」  
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「
南
街
除
草
班
」 

           

今
回
は
、
当
セ
ン
タ
ー
に
５
班

（
芋
窪
班
・
湖
畔
班
・
東
京
街
道

班
・
南
街
班
・
向
原
班
）
あ
る
除

草
班
の
う
ち
「
南
街
班
」
を
訪
問

し
、
班
長
の
山
本
さ
ん
と
副
班
長

の
會
田
さ
ん
か
ら
、
お
話
を
お
聞

き
し
ま
し
た
。 

 

「
南
街
班
」
は
、
南
街
地
区
、

中
央
地
区
、
立
野
地
区
、
桜
が
丘

地
区
、
上
北
台
地
区
の
５
地
区
を

受
け
持
っ
て
い
て
、
現
在

20
名

（
男
性

16
名
、
女
性
４
名
）
の

方
々
が
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

年
代
は

60
歳
か
ら

82
歳
と
幅

広
い
年
代
の
方
が
、
活
発
に
活
躍

さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。 

 

班
員
の
作
業
分
担
は
公
平
性
を

期
す
る
た
め
、
基
本
的
に
は
全
員

参
加
で
行
い
、
本
人
の
能
力
に
合

わ
せ
た
実
働
時
間
に
よ
り
配
分
金

は
平
等
に
分
け
て
い
る
そ
う
で
す
。 

 

作
業
手
順
は
、
８
時
45
分
に
体

操
、
挨
拶
の
後
、
９
時
か
ら
作
業

開
始
。 

 
 

 

通
常
は
、
50
分
作
業
し
、
10
分

休
憩
で
す
が
、
夏
季
は
、
炎
天
下

の
作
業
な
の
で
、

30
分
作
業
し
、

15
分
の
休
憩
を
と
り
、
熱
中
症
対

策
と
し
て
、
十
分
な
水
分
補
給
を

心
掛
け
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。 

 

そ
の
他
、
班
と
し
て
も
安
全
対

策
用
品
や
保
冷
剤
、
冷
や
し
タ
オ

ル
な
ど
も
準
備
さ
れ
て
い
る
そ
う

で
す
。 

 

作
業
先
の
公
園
、
そ
の
他
に
は

ト
イ
レ
の
無
い
と
こ
ろ
も
あ
り
、

ト
イ
レ
を
利
用
で
き
る
公
共
施
設

や
商
業
施
設
な
ど
を
常
に
情
報
収

集
し
て
い
る
そ
う
で
す
。 

 

発
注
者
は
公
共
及
び
民
間
が
あ

り
、
民
間
の
場
合
、
受
注
・
見
積

も
り
、
段
取
り
、
作
業
員
の
配
置

な
ど
に
、
か
な
り
の
配
慮
が
必
要

の
よ
う
で
す
。
し
か
し
、
個
人
宅

の
場
合
、
作
業
終
了
後
、「
き
れ
い

に
な
っ
た
！
」
と
感
謝
の
言
葉
を

か
け
て
い
た
だ
い
た
時
が
、
一
番

嬉
し
い
そ
う
で
す
。 

 

雑
草
が
は
び
こ
る
夏
の
６
月
か

ら
８
月
は
、
す
で
に
80
件
も
作
業

を
こ
な
し
て
い
て
、
受
注
を
受
け

て
も
一
か
月
待
ち
に
な
り
ま
す
。 

そ
の
間
に
雑
草
は
伸
び
放
題
に

な
っ
て
し
ま
い
、
す
で
に
種
が
こ

ぼ
れ
て
い
る
の
で
、
抜
い
た
そ
ば

か
ら
雑
草
が
生
え
て
く
る
と
い
う

悪
循
環
に
な
る
そ
う
で
す
。 

 

冬
か
ら
春
先
に
か
け
て
は
、
受

注
も
少
な
く
な
る
の
で
、
こ
の
時

期
に
発
注
し
て
い
た
だ
け
る
と
比

較
的
早
く
対
応
で
き
る
そ
う
で
す
。 

      

        

除
草
作
業
の
現
場
（
緑
野
公
園
） 

を
訪
ね
た
の
は
、
台
風
一
過
の
９

月
19
日
で
し
た
の
で
、
風
雨
に
よ

る
樹
木
の
枝
が
散
乱
し
て
い
て
、

と
て
も
大
変
な
状
況
で
し
た
。 

そ
の
よ
う
な
中
で

15
名
の
方
々

が
機
敏
に
働
い
て
お
ら
れ
、
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
の
良
さ
が
う
か
が
え
る

作
業
光
景
で
し
た
。 

 

南
街
班
と
し
て
、
年
に
数
回
、

花
見
の
会
や
暑
気
払
い
、
忘
年
会

な
ど
で
交
流
を
深
め
て
お
ら
れ
る

よ
う
で
す
。 

 

「
除
草
班
と
し
て
も
、
５
班
の

班
長
、
副
班
長
が
交
流
で
き
る
場

を
定
期
的
に
持
ち
、
お
互
い
の
情

報
交
換
が
で
き
る
よ
う
に
し
た

い
。
」
と
考
え
て
お
ら
れ
る
よ
う
で

す
。 

職 

場 

訪 

問 

立野「緑野公園」の除草作業 

道具類の確認  

炎天下での作業  

除草が済んだ所はスッキリし

ています。 
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会
長 

立
石 

孝
義 

 

平
成
29
年
９
月
２
日
（
土
）
東

大
和
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の

「
長
寿
の
集
い
」
が
ハ
ミ
ン
グ
ホ

ー
ル
に
お
い
て
開
催
さ
れ
参
加
し

ま
し
た
。 

           

老
人
ク
ラ
ブ
で
は
、
東
大
和
市

社
会
福
祉
協
議
会
の
後
援
を
得
て

市
内
在
住
の
方
々
を
対
象
に
長
寿

を
祝
い
、
相
互
に
親
睦
を
深
め
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
そ
う
で

す
。 

 

式
典
で
は
、
照
井
会
長
・
尾
崎

市
長
・
市
議
会
議
長
な
ど
の
挨
拶

が
あ
り
、
①
各
ク
ラ
ブ
の
踊
り
・

コ
ー
ラ
ス
、
②
元
気
ゆ
う
ゆ
う
体

操
、
③
都
立
東
大
和
南
高
校
吹
奏

楽
部
な
ど
が
長
寿
の
集
い
に
花
を

そ
え
ま
し
た
。 

 

演
芸
の
部
で
は
、
東
大
和
音
頭

か
ら
始
ま
り
、
懐
か
し
い
コ
ー
ラ

ス
、
ま
た
男
ら
し
い
「
関
東
一
本

〆
」
な
ど
多
種
多
彩
に
わ
た
り
出

演
者
及
び
会
場
の
会
員
が
一
体
と

な
り
、
集
い
は
盛
大
に
開
催
さ
れ
、

長
寿
を
祝
う
相
互
の
親
睦
が
深
め

ら
れ
ま
し
た
。 

              

 

 会
長 

立
石 

孝
義 

 

平
成
29
年
９
月
３
日
（
日
）
市

立
第
四
中
学
校
校
庭
で
東
大
和
市

総
合
防
災
訓
練
が
あ
り
、
参
加
し

ま
し
た
の
で
、
報
告
い
た
し
ま
す
。 

 

参
加
機
関
及
び
協
力
機
関
東
大

和
市
を
は
じ
め
、
市
内
の
消
防
団
・

北
多
摩
西
部
消
防
署
・
警
察
署
な

ど
で
、
ま
た
一
般
で
は
大
勢
の
市

民
も
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。 

          

各
種
体
験
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
白

バ
イ
、
消
防
車
、
自
衛
隊
車
両
な

ど
が
展
示
さ
れ
、
参
加
者
は
自
由

に
体
験
で
き
、
①
避
難
行
動
訓
練

で
は
、
地
震
発
生
に
よ
る
身
の
安

全
を
守
る
行
動
。
②
市
民
参
加
型

訓
練
で
は
、
倒
壊
し
た
家
屋
か
ら

の
救
出
方
法
・
初
期
消
火
訓
練
。

③
総
合
演
習
で
は
、
地
震
発
生
を

想
定
し
た
訓
練
で
、
車
両
事
故
に

よ
る
負
傷
者
救
出
、
火
災
発
生
で

は
消
防
車
に
よ
る
一
斉
放
水
な
ど

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

 

災
害
対
策
の
基
本
は
、「
自
ら
の

生
命
は
自
ら
で
守
る
」
と
い
う
「
自

助
」「
共
助
」
の
精
神
と
い
わ
れ
て

お
り
ま
す
。
い
つ
発
生
す
る
か
わ

か
ら
な
い
災
害
、
ま
ず
は
事
前
の

準
備
と
訓
練
は
怠
ら
な
い
よ
う
に

し
た
い
も
の
で
す
。 

            

参加された老人クラブの皆さん  

市老連女性部  

「東大和音頭」 

桜クラブのコーラス  

第
42
回
「
長
寿
の
集
い
」 

 
 

 
 

 
 

に
参
加
し
て 

平
成
29
年
度
東
大
和
市 

総
合
防
災
訓
練
に
参
加
し
て 

開会式 尾崎市長の挨拶  

救出救助訓練  

市民による初期消火訓練  



第１２３号 け や き 平成２９年１０月発行 

7 

   

「
口
腔
ケ
ア
が 

 

誤
嚥
性
肺
炎
予
防
の
ポ
イ
ン
ト
」 

 
 

 

東
大
和
市
福
祉
部
健
康
課 

  

暑
い
夏
が
過
ぎ
、
涼
し
い
秋
に

な
り
ま
し
た
が
、
夏
の
疲
れ
が
で

る
な
ど
、
体
調
を
崩
し
て
い
る
方

は
い
ま
せ
ん
か
。
65
歳
を
超
え
る

と
、
加
齢
に
よ
る
体
力
や
免
疫
力

の
衰
え
（
低
下
）
が
あ
っ
て
、
い

ろ
い
ろ
な
感
染
症
（
か
ぜ
や
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
、
肺
炎
、
胃
腸
炎
な

ど
）
に
か
か
り
や
す
く
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
中
で
見
逃
し
て
は
な

ら
な
い
感
染
症
と
し
て
、
誤
嚥
性

肺
炎
が
あ
り
ま
す
。 

【
誤
嚥
性
肺
炎
と
は
】 

 

本
来
、
気
管
に
入
っ
て
は
い
け

な
い
物
が
気
管
に
入
り
（
誤
嚥
）
、

そ
の
た
め
に
生
じ
た
肺
炎
の
こ
と

で
す
。 

高
齢
者
は
食
べ
物
や
唾
液
を
飲

み
込
む
力
（
嚥
下
力
、
嚥
下
反
射

と
言
う
）
が
低
下
し
た
と
こ
ろ
に
、

お
口
の
中
の
汚
れ
、
む
し
歯
や
歯

周
病
の
放
置
に
よ
り
繁
殖
し
た
細

菌
が
、
飲
食
物
と
と
も
に
、
誤
っ

て
肺
や
気
管
支
に
入
っ
て
肺
炎
を

発
症
し
ま
す
。 

誤
嚥
性
肺
炎
は
、
加
齢
で
嚥
下

力
が
弱
く
な
っ
た
高
齢
者
だ
け
で

な
く
、
脳
梗
塞
な
ど
脳
血
管
障
害

の
後
遺
症
や
咳
反
射
、
認
知
症
な

ど
脳
機
能
障
害
、
意
識
低
下
な
ど

の
障
害
が
あ
っ
た
り
、
胃
切
除
を

行
っ
た
り
し
て
、
食
べ
物
や
唾
液

を
飲
み
込
む
力
が
弱
く
な
っ
て
い

る
人
な
ど
も
か
か
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。 

【
口
腔
ケ
ア
は
生
き
る
意
欲
を 

ア
ッ
プ
す
る
】 

口
腔
ケ
ア
に
よ
っ
て
、
お
口
の

健
康
度
を
高
め
て
お
く
と
、
誤
嚥

性
肺
炎
や
口
腔
疾
患
の
予
防
に
つ

な
が
る
だ
け
で
な
く
、

Q

O

L

（
生
活
の
質
）
を
高
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。 

①
う
が
い
や
食
事
後
の
歯
磨
き
を

励
行
し
て
口
腔
内
を
清
潔
に
保
つ
。 

②
歯
科
医
師
に
よ
る
定
期
的
な
検

診
を
受
け
る
と
と
も
に
、
口
内
の

歯
垢
、
歯
石
、
舌
苔
を
除
去
し
て

も
ら
う
。 

③
手
指
に
つ
い
た
細
菌
が
口
に
入

ら
な
い
よ
う
、
食
事
や
間
食
（
お

や
つ
な
ど
）
の
前
に
手
洗
い
を
行

う
。 

④
入
れ
歯
は
、
洗
浄
液
（
水
道
水

な
ど
）
で
こ
ま
め
に
洗
浄
し
て
清

潔
に
保
つ
。 

⑤
高
齢
者
の
肺
炎
球
菌
予
防
接
種

は
、
65
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
、

封
書
で
予
防
接
種
の
お
知
ら
せ
を

お
送
り
し
て
お
り
ま
す
。
肺
炎
球

菌
に
よ
る
肺
炎
や
重
症
化
予
防
の

た
め
に
、
予
防
接
種
を
受
け
ま
し

ょ
う
。 

 

《
だ
液
腺
マ
ッ
サ
ー
ジ
で 

 
 

 

健
康
度
さ
ら
に
ア
ッ
プ
》 

        

                           

高
齢
者
の 

健
康
管
理
に
つ
い
て 

だ液腺の位置  

食事食  食事前が効果的  

a.耳下腺への刺激  

親指以外の４本指を頬にあて、  

上の奥歯あたりを、後ろから前

に向かって回す。（１０回）  

b.顎下腺への刺激  

耳の下から顎の先まで５か所を

目安に、親指で突き上げるように

押す。（５か所を５回ずつ）  

c.舌下腺への刺激 

両手の親指をそろえ、顎の真下か

ら舌を突き上げるようにゆっく

りとグーッ！と押す。（１０回）  
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センターの今後の予定 

月 日 曜 日 時 間 内  容 

 

 

 

 

10 

5 木 10：00 応急救護訓練（中央公民館）  

10 火 午前・午後 新入会員研修会（シルバー人材センター） 

11 水 9：00 入会説明会 

12 木 10：00 出張入会説明会（桜が丘市民センター）  

17 火 予約制 就業相談日（下の表を参照ください） 

17 火  配分金振込み 

18 水 9：00 入会申込日 

24 火 別途案内 健康増進事業「ウォーキング」  

26 木 9：00 定例理事会 

 

 

 

11 
 

8 水 9：00 入会説明会 

10 金 10：00 出張入会説明会（南街市民センター）  

14 火 午前・午後 接遇研修会（シルバー人材センター）  

15 水 9：00 入会申込日 

17 金 9：30 ボランティア活動「道路美化清掃」  

17 金  配分金振込 

21 火 予約制 就業相談日（下の表を参照ください） 

30 木 9：00 定例理事会 

 

 

12 

13 水 9：00 入会説明会 

15 金 10：00 出張入会説明会（奈良橋市民センター）  

18 月  配分金振込 

19 火 予約制 就業相談日（下の表を参照ください） 

20 水 9：00 入会申込日 

26 火 9：00 定例理事会 

就
業
相
談
を 

実
施
し
て
い
ま
す 

 

●
お
申
し
込
み 

電
話
ま
た
は
セ
ン
タ
ー 

窓
口
で
、
事
前
予
約
を 

し
て
く
だ
さ
い
。 

就 業 相 談 日 相談時間帯 

Ｈ29 年 10 月 17 日(火) Ｈ30 年１月 16 日(火) 
①１４：００ 

②１４：３０ 

③１５：００ 

④１５：３０ 

⑤１６：００ 

各時間 1 名 

      11月 21日(火)      2 月 20 日(火) 

12月 19日（火）       3 月 20 日（火）  

 お申し込み期限は、各月第 2 火曜日までです 

 

雲
性
寺
山
門
の
庚
申
塔
と 

馬
頭
観
音 

 

以
前
は
、
現
在
の
庚
申
塚
交

差
点
、
交
番
付
近
（
庚
申
塚
）
に

祀
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
新
青

梅
街
道
の
開
通
と
と
も
に
、
雲

性
寺
山
門
前
に
移
さ
れ
ま
し

た
。 

 

当
時
こ
の
道
は
、
江
戸
街
道

と
呼
ば
れ
、
江
戸
城
の
建
築
や

市
街
地
整
備
の
資
材
運
搬
送
の

た
め
の
主
要
な
街
道
で
し
た
。 

 

道
中
の
安
全
、
大
切
な
馬
の

無
事
を
願
っ
て
、
馬
頭
観
音
が

祀
ら
れ
ま
し
た
。 

馬頭観音と庚申塔  

東
大
和
市
の
史
跡 


